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平成29年2月1日　NO  135
節目の時期を迎えて

穏やかな新年を迎えました。今年は、例年になく雪が少なく、ほっと一安心でした。しかし、突然大雪に見舞われたり、となかなかすんなりと冬将軍は通り過ぎてくれないようです。毎年の冬の生活で慣れているとは言え、この厳しさからちょっとだけでも軽減できないかな、と思ってしまいます。やっぱり、嫌だいやだ、と逃げているのではなく、除雪は健康のため、冬のスポーツを楽しむなど、本州では経験できない冬の生活を満喫できる、という喜びを持って生活することが大切なのでしょう。

学園の子ども達は、とっても元気です。咳やのどの痛み、発熱に悩まされた子もいましたが、総じて元気いっぱいに生活しています。この前までの冬休み中には、朝９時からの学習会に多くの子どもが参加していました。計画的に少しずつでも自分の課題をクリアしていくことに対する喜びを感じながらの様子は、とても頼もしく、また充実した生活を送っていることがうかがわれました。最終日には、自由研究の製作に力を注ぐことが出来、素晴らしい作品を仕上げていたようです。その中では、年上の子が年下の子に勉強を教えている姿など、何とも微笑ましい光景を見ることが出来ました。また、北国のスポーツの象徴でもある、スキーにもグループに分かれていってきました。怪我を恐れた私はひよってしまいましたが、子どもらは元気いっぱいに、そして全身で楽しんできたようでした。昨年まで一人で乗れなかったリフトにも乗れるようになったり、上から転ばないで滑ることが出来るようになったり、と上達しただけでなく、満喫してきたようでした。幼児さんは、真っ赤な顔をさせながら、毎日のように隣の公園の山でのソリ滑りを楽しんでいました。その他にも、札幌へ女子全員で買い物に行ったり、小学生は『トミカ博』へ行ったりと楽しい冬休みを送っていたようでした。

さあ、そしていよいよ３学期です。１年の総仕上げの時期です。「終わりよければ全て良し」ではないですが、この時期にしっかりと今までの自分を振り返ることで、新たな課題が見え、新しい学年に向けての目標や意欲も湧いてきます。例えば、本州などでよく見かける「孟宗竹」は成長すると随分と高くなります。台風などの強風で太い木は折れている様子が見られますが、竹はあれだけ細いのに。強風にあおられても揺れていますが決して折れません。それは、竹には節があるからです。節があることによって、強風に負けないしなりを与えているのです。学校の３学期は、竹の節目に当たる時期です。この時期を大切に生活していってもらいたい、と思っています。

これから、子ども達は毎日、毎月、そして、毎年と少しずついろいろな経験を積みながら成長していきます。それが自分の実になるのには多くの知恵と、その経験を自分の物にし、前に進むための覚悟が必要となります。前に、小学校の先生に聞いたことがあります。図画の時間、お手本となった絵の淡い濃淡のある背景をまねしようとして色を塗ったら､似ても似つかない色になってしまう。それは、「同じ色を薄く根気強く何度も何度も塗り重ねていかなければ、ああいう色は出ない」からだ、ということだそうです。できた物を上辺だけまねてもうまくいかない。例えば、何かに成功した人の生活をまねしても同じ成果には成らない。本に書いていない､書き切れない日常の積み重ねがあり、本だけでわからない､理解できないことがたくさんあるからです。子どもの成長も同じで、経験を積むだけではなく、こうなりたい、とか、こうしたいと言う思いを強く持ち、それに向けて自分自身で目標を定め、努力することが大切なのだと思います。、短時間で理想の状態になるのは無理なことなのです。子どもを成長させるのは地道で､いやになるけれども丁寧に色を積み重ねていく毎日の経験の積み重ね、と完成させるための知恵と工夫が必要になるのだと思います。その子どもの手助けを大人が一緒に経験しながらしていきたい、と願っています。

大寒（１月２０日）を過ぎ、暦の上ではこれから春に向かう季節とはいえ、連日マイナス１０℃以上の寒波が来たり、大雪に見舞われたり、と北国の冬の猛威はまだまだ続きそうです。岩見沢市内の学校では、そろそろインフルエンザの流行の兆しが見てきているようです。学園でも、子ども達の健康管理に細心の注意を向けていきたいと思っています。皆様も、寒さや健康に留意されてお過ごしください。

施設長　吉　田　幸　雄
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2月の行事予定

2／1　　 岩見沢西高校・岩見沢農業高校3年生自宅学習（～2/28）

2／2　　 光陵中学校1･2年生学力テスト

2／3 　　南小学校参観日（全学年） 節分　豆まき
2／4　　 札幌雪祭り（つどーむ　幼児グループ）
2／9　　 南小学校一日入学
2／11　　建国記念の日 

2／12  　手作り会（チョコレート）　
2／14　　光陵中学校体験入学　バレンタインデー　
2／17　　市内特別支援学級卒業を祝う会　　

2／22　　岩見沢西高校期末テスト（～2／27）

2／23　　光陵中学校1・2年生後期期末テスト（～2／24）

2／24 　 新篠津高等養護学校2年生保護者会
2／25 　 誕生会　ドカ雪まつり
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　5月１日～３１日
ビクトリア観光　様　ニュー銀座会館　様　ことぶき屋　大路　由香　様　コープさっぽろ　様　坂岡　大路　様
皆川　聡　様　山口　裕美　様　清水　滋子　様　岩崎　俊博　様　河内　克彰　様　梅原　保　様
学園のお正月～新年を迎えて～





毎年、食堂がお正月スタイルに変化することを楽しみに、みんなワクワク心待ちにしていました。朝から夜までみんなで集い、ゆっくりとした年末年始を過ごすことができました。たくさんのおやつに誘惑され…折角のご馳走を食べられなくなってしまう子もいましたが、それもよい思い出となりました。


－女子グループ　野々川　友紀－





ゆっくりとしたお正月気分…だけではなくみんなには待ちに待ったお年玉の日でもありました。園長先生の元へ貰いに行き、さっそくゲームソフトを買いに行きご満悦なＲ君。お年玉を持って初詣へ行き、縁日でフランクフルトを頬張り、返りには500円を落としてしまいショックなＳ君…と新年早々笑顔と涙が混じるお正月となりました。


－男子グループ　藤井　宏弥－





～冬休みの学習会～





9時になるとショートステイルームに一人また一人と小中学生が集まってきます。冬休みの宿題に黙々と取り組み、分からないことがあると職員や学年の上の子達に聞いていました。時には座る場所を巡って口喧嘩になったり賑やかになることもありましたが「おわった～」と誇らしげな顔で、全員どうにか終わらせることができました。


－女子グループ　川口　紀子－





２学期も終わり待ちに待った冬休み。クリスマスにお正月に楽しみはいっぱいです。しかし、避けては通れない道が一つ･･･宿題です。逃げていては最後の日に大慌て。これまで痛い思いをした子もいるでしょう。ですが、今年はみんな冬休み初日から頑張りました。毎朝コツコツと時には苛々と苦難を乗り越え最後の日はみんな笑顔で過ごせました。


―男子グループ　昼八　賢悟―





男の子＆女の子　初すべり！スキーへＧｏ！！


待ち待ったスキー


6日に男子3名、7日に女子6名で萩の山スキー場に出かけました。


両日ともに天候には恵まれ、時間いっぱい、スキーを楽しみました。4年生のR君は昨年に比べて、とても上


達していました。最後には上級者コースにもチャレンジし、転ばず下まで降りることが出来ました。


　7日、初めてリフトに乗った1年生のSさんは「こわーい」を連発していましたが、すぐに慣れて、最後には「楽しかった～」と楽しい一日を過ごしました。そして多くの子ども達からは「また来たい。次はいつ？」との声が聞かれ、次回は2月の11日に予定しています。


―副施設長　横田　晃嗣―





小中高生の女の子達と一緒に、職員を含めて「いざ初滑り！」です。数年前には、山から降りるのも精一杯で、とまる時には尻餅をついていた子達もスイスイと滑っていきます。曲がる練習は必要で、ほぼ直滑降。途中Ｙちゃんが転んだ～私も転んだ～と雪だるま状態でしたが…（笑）十数回も頂上から、颯爽と風を切り皆で滑りを楽しむことが出来ました。今年がスキー初めてのＳちゃんも、横田先生に支えられ、みごとな滑りを見せました。みんな、ここから始まって、どんどん上達したのだと、それぞれの成長を感じるばかりでした。





－女子グループ　西原　潤子－








冬休みの生活は実りのある休みでした！





大人も子どもたちもこれまでの経験を活かし、学習はこれまで通り学習会を継続して行っています。新たに中学生も計画を練り課題の遂行を果たして全員が乗り越えています。また、ギリギリまで宿題を残すのではなく、ゴールが見えてくると“もう少し頑張れる”とチャレンジする気持ちを見せる事や見通しを持ち新たな目標を立てる子もいて、継続は力なりを実践している場面でした。生活場面でも冬休みは行事が多く、大イベントの正月もあり大いに楽しめたのではないでしょうか。行事の経験から遊びが拡がったり、思いやりを持てたり、もっと生活を豊かにしていける経験を大人も一緒に学ぶ場となっております。


－男子グループ　佐々木　達生－





冬休み行事！　男の子はトミカ博！女の子は札幌外出へ＾＾


幼児さんもお出かけだ（*＾～＾*）











～札幌外出　女の子～


Ｋさんが濡れた髪とジャンバーも着ず時間ギリギリの出発から始まりましたが、異年齢の子達を連れてもグループ分けし、各々に楽しみ、食事は皆で集まり食べれて、仲良くあたたか、お姉さん達がまとめてくれました。おわりはガーリックトーストを食べたＳさんのくさいゲップでしまりました。


－女子グループ　西原　潤子－





小学1年生から高校2年生とはば広く出掛けましたが、何とかまとまり行事を終えることができました。各々「たのしかった～」との声が聞こえ、無事に帰ってきました。


－女子グループ　野々川　友紀－





男子トミカ博へ！


規模は予想よりはるかにに小さく、催しものもパッとせず限定品コーナーへ、始めは記念品程度と思い商品を手にすると、自分の予算と欲しい物を比べアトラクション以上に考え、自分の気持ちと金額に折り合いをつけお年玉を使用。


悠聖くん竜大くんは納得のいく物を購入し、お金を残した結果隣接されたゲームコーナーでも楽しめました。考え方はさすが高学年と少し先を見通した残し方で、長く楽しめています。


－男子グループ　佐々木　達生－





幼児さん　江別イオン組＆であえ－る組


であえーる組


　2時間ずっとあそび続け思いっきり楽しみました。Ｋくんも不安がる様子なくとても楽しんでいて、3人とも「また行きたい！」の表情でした。


－幼児グループ　西田　明朱実－


　


他の子どもたちや保護者と触れ合うこともあり、少し離れた所から楽しんで遊ぶ姿を見ることができ、嬉しい時間となりました。少人数に分かれた活動だったため、年下グループは職員ともじっくりゆったり遊べました、また遊びに行くのが楽しみです。


－幼児グループ　成田　志保里－


映画組


映画に行けるということで朝からみんな元気いっぱいでした。JRなど移動中にも映画の話題でもちきりでした。映画館には同じ映画を観るために来ている親子さん達でいっぱいでしたが、みんな動じることなく楽しそうに映画を観ていました。


－幼児グループ　林　祐太－

















Yさん　やっとできるお誕生会


　Kさんがアルバイトのため行けず職員と2人きりの誕生会となりましたが、顔を合わせてゆっくりとお話しすることができました。ガールズトークから、少し真面目な話しまで、良い時間となりました。


　本人の希望でお寿司ではなく、焼肉バイキングをおなかいっぱい食べました。


―女子グループ　野々川　友紀－








M君　5歳おめでとうパーティ


「おめでとう」「良かったね」とMくんを囲んでお祝いの言葉を伝えられるようになった幼児さんと、5歳の成長を素直に喜んでいるM君でした。あたたかい気持ちになる嬉しい時間でした。


　ケーキを夕方買いに行ったので、外が暗くイルミネーションを喜んで、特別感がありました。


―幼児グループ　成田　志保里―





Nくん　誕生日おめでとう！！


　兄弟で、ゆっくりと過ごしながら誕生日を祝いたいというNくんたっての願いから兄弟5人そろってのパーティをしました。兄として先輩として皆の中心になって場を盛り上げるTくん、さすがの女子力を発揮して、率先し空いたお皿を片付けたりしながら近づく受験を応援するNさん、Yさん。そんなあたたかな兄姉に見守られながら愛くるしい笑顔でおいしそうにピザをほおばるKくん。また、こんな会をしたいねと短い時間ではありましたが、兄弟の穏やかなひとときを、過ごせたのではないでしょうか。





―男子グループ　南圭輔―





Sさん　やっとできるお誕生会


　他の子と予定が合わず、職員と2人での食事でした。「食べたいものがない」「別に･･･」と言いながらも時間までには出掛ける準備を終わらせてくれていた姿を見て、少し安心しました。遠くの地で頑張っている様子を詳しく話してくれました。


―女子グループ　野々川　友紀―








